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１句にある。

②一般的に、降雨の降り姉めの「水索イオン浪

庇」の歎値は商<、その後は低下していくのが

一般的な傾liIIである。

播磨地域の降雨の持続的な測定

典I1li県立iIIi脇inj聯学校、先崇志

１はじめに ５おわりに

ilm校生に「今、何が、一瀞身近な環境灘越であ

るか？」と質MIIをしてみた。様々なlIil答があった

が、生徒達の1,1答の紡織は「I÷I分述の地域の隣ＦＭ

の酸性皮（駿性Ni)」であった。

まだ６年111jだけのiM定から、だいそれた考察を

しています。また、iii単な盤Ｉ吐で降雨を僻水して、

大雑把な測定で済ませていますが、過去に降雨に

ついてｈ１ｉ１虻のiIijい測定を実施した11#の、結来とほ

ぼliil様の内容となっている。

降雨の蝉iu率・成分の綱ｆｆは、まだ訓飛をして

ないが、今後の繩題としたい。

本年皮、iIlｲﾘf環境牧育奨励金のIMI成をいただき

まして、本当に有難うございました。感謝いたし

ます。今後、吾らに枡逃したいと思います。

２観測の方法

(1)擶聯地域の降雨を継続して11ルビする

lii鱈地域の降雨の「水素イオン濃度」を、年'111

を通してｉｌＩ定をする。

（２）降剛の時IlIl的なil1I定

播磨地域の降雨の「水索イオン機皮」を、峰ｉＭ

の始めから終わりまで、定1,1:的に擁水して、年１１１１

を通して測定をする。

(3)播聯地域の降雨脈の｢水獺イオン濃度｣のilUだ

捕膳地域の降雨の毎lmlの、「水索イオン椴皮」を

測定する。

､１４成皿ｲIZl陛下ｌＵｌ隣1:Iiの水難イオン機lDi（1M位：pIl）

３観測の内容

（１）除１，Mの水飛イオン濃皮（iii位IDI{、以下略）
の測定

①除i:ljごとの水素イオン機艇のiⅢ定

②月別の除H:jの水獺イオン濃度の平均１１１(と除11ｊ

のⅡ数

③年llIlの除IIJの水索イオン濃度の§ﾄﾞ均M(と降俳ｊ

の日数

（２）降雨の時lIIj的な水紫イオン濃度の変化

４結果と考察

（１）隣Ｎｉの季iiiiBU「水素イオン濃唆」について

又、秋にかけては、「水素イオン濃度」が低く、

将に暑い年の夏は、jl:lIlIの「水素イオン濃)幻の

数liliは低下の傾向にある。

（２）峰iiMの「水紫イオン濃庇」のillI定から

①除FMの「水索イオン濃喚」の測定から、年ⅢＩ

の「水紫イオン濃庇」の数値は、イド々低下の価
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